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スタートガイド 

-パソコンをお使いいただくための準備 

設置編 
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添付品がすべて揃っているか確認して < だをい 


保証書で機種ち (品ち) を確認して < だをい 


保証書は捆包箱に貼り付けられています。 


機種名(品名）を記入してください。 - 
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■イラスト について 

このマニュアルに表記されているイラストは一例です。お使いの機種によっ 
て、イラストび若干異なることびあります。また、このマニュアルに表記 
されているイラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省 
略していることびあります。 


添付品は、お客様ご自身で大切に保管してください。 

添付品を紛失された場合は、ご提供でさないものちありま 
すので、ご了承ください。 


機種によって添付品の内容は異なりまず。添付品を ffi 認した6チェックを付けてくださし、。 


ミ機種共通の添付品 


※八じアダプタや AC ケーブルなどを束ねているバンド（針金）は、必ず取り外してからお使いください。 


□パソコン本体 


□ ワイヤレスキーボード □単4アルカリ乾電池 


□横スク□ール機能付 
ワイヤレスマウス 
(レーザー式） 





I r 


□単3アルカリ乾電池 


□ リモコン 


2本セット、マウス用 


@ 

ロロ ロ 

日§日 


2本セット、キーボード用 


□単4マンガン乾電池 





□目 - C AS 力ード 

台紙に貼り付けられていま 
す。地上デジタル放送を視聴 
する際に必要なカードです。 


□マニュアルセット - 

マニュアルセットの中身を確認してください。 

■ スタートガイド1設置編 
※このマニュアルです。 

□スタートガイド2セットアップ編 
□テレビ操作ガイド 
□ 取扱ガイド 
□ トラブル解決ガイド 
□サポート&サービス 
□ 安/こ、してお使いいただくために 


□ トラブル解決ナビ&ソフトゥェァディスク1 


2本セット、 IJ モコン用 



□ AC アダプタ 


□ AC ケーブル 


□ 保証書 
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捆包箱に貼付 


パソコン本体を箱から出したとさの注意 
ディスプレイ（画面）に割れやヒビを見つけた場合は、パ 
ソコンをご使用にならず、「富±通パーソナル製品に関す 
るお問合せ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」のご利用 
については、0『サポート&サービス』をご覧ください。 



により異なる添付品 


お使いの機種名をご確認ください。 


F / E 90 D の場合 

次の機種で 「Office Personal 2007」を選択した場合 
F / E 90 N ， F / E 87 N 


□ Microsoft ® Office Personal 2007のパッケージ 

※あらかじめインス! -- ルされています。パソコンをご購入時の状態に戻す（I」カバ1」）際に使います。 


•次の機種で 「Office Personal 2007 with PowerPoint 2007」を選択した場合 
F / E 90 N ， F / E 87 N 


□ Microsoft ® Office Personal 2007 のパッケージ 

※あらかじめインス!-ールされています。パソコンをご購入時の状態に戻す （U カバ U) 際に使います。 

□ Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007のパッケージ 

※あらかじめインス!-ールされています。パソコンをご購入時の状態に戻す （U カバ U) 際に使います。 

初めて起動した場合には、 「PowerPoint 20日7」のパッケージに同捆されているプ□ダクトキーの入力び必要 
になります。プ□ダクトキーは、半角英数字で入力して<ださい。 


• F / E 90 D の場合 

•次の機種で mm LAN [ラン]」を選択した場合 
F / E 90 N ， F / E 87 N 


□ r2.4GHz 帯使用無線機器のご使用上の注意」のステッカー 


《無線 LAN をお使いになるラえでのミち意事項を記載しています。 
ステッカーの内容をご確認のうえ、無線 LAN をご使用ください。 


次の機種で fFeliCa [フェリカ]ポート」を選択した場合 
F / E 90 N ， F / E 87 N 


□ FeliCa ポート.力ードホルター 


[FeliCa Reader / WriterJ というラベルび貼ってある箱に入っています。 



添付のディスク類は、このパソコンをお使いになるうえで重要なちのですので大 
切に保管してください。 


※この他に注意書きの紙、カタ□グ、パンフレットなどが入っている場合がありますので、ご覧ください。 


ク 


添付品の紛失または不足の場合は • • • ‘ 

ご購入後1ヶ月！;!内に下記窓□にお問い合わせください 


「故障や修理に関ずる受付窓口」内『冨± 通パソコン診断センター』 ' 

# 24時間36己曰受付 

V 通話料無料 

0120 -926 

-220 

携帯電話、 PHS 、 

、 海外か5はこち5 

045 rJ 料 1 念 J )2 6 0 

受付時間： 9 :日日〜17 : 00 


音声ガイダンスで r 番号が確認でさません」というメッセージが流れた S 
•プッシュボタン式の電話機で、電話回線の契約が「ダイヤル回線」の場合 
^電話がつながった後に、 I -ーン切替ボタン（一般的に@ボタン）を押してください。 
•ダイヤル式の電話機（一般的な黒電話機）の場合 
^電話がっながった後、窓□選択がでさませんので、ダイヤルせずにそのままお待ちください。 


音声ガイダンスに従って、窓□番号 りを 選択してください C 

☆添付品はご提供でさないものもございまずので、あらかじめご了承ください。 

☆添付品を紛失した場合は有料でのご提供になりまず。また、添付品が不足していた場合でも、 
☆富±通のメーカーヴポート•サービスの詳細につをましては、同姻の冊子マニュアル「ヴポー 


注]:電話番号はお間違いのないよラに、十分ご確認のうえおかけください。 

を S :システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合びあります。 

を3 :音声ガイダンスの内容-操作ち法-受付時間は、予告なく変更させていただく場合びあります。 

ご購入後1ヶ月をすざると有料でのご提供になる場合がありまず。 

卜&サービス」をご覧ください。 


Microsoft は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 
Fel に a は、ソニー株式会社の登録商標です。 

このマニュアルは U サイクルに配慮して印刷されています。不要になった際は、回収- U サイクルにお出しください。 























































































































































テレビを見る場合に用意して < だをい 


アンテナケーブル、同軸ケーブル、変換コネクタ、 V / U 混合器などは添付されていません。 
お客様で用意してください。詳しくは0『取扱ガイド』をご覧ください。 


必ず用意して<だをい 


化要に庶じて用意して<だをい 

アンテナ線の形状などによって、必要なものび異なります。ここでは、代表的なものを説明します。 
用途にあった製品をご購入ください。 


F 型コネクタプラグ付さアンテナケー 
ブルをご購入ください。 

アンテナケーブルとパソコンの接続に 
は、ノイズの影響を受けにくいネジ式 
の F 型コネクタプラグ付さアンテナ 
ケーブルのご使用をお勧めします。 
なお、ケーブルは適切な長さのちのを 
用意してください。 



プラグの内側びネジ状に 
なっている 


ネジ式でない F 型コネクタプラグ付きアンテナケーブルをお使いになる場合 

-コネクタの形状（大ささ）によっては、パソコン本体に干渉して接続でさない場合があります。 

-ネジ式でない F 型コネクタプラグ付さアンテナケーブルは、ネジ式に比べノイズの影響を受けやすいため、映像が乱 
れることがあります。 


-混合器 

別々の電波を、]本の線に混合するための機器です。 

また 、 VHF [ブイェイチェフ ] /UHF [ユーェイチェフ]のアンテナ線と BS - 
CS のアンテナ線を混合でさるものや、分波器として使えるものびあります。 

. 分液器 

1本の線に混合されている電波を分ける機器です。 

• 分配器 

1本のアンテナ線を、複数の端テで使うために分配する機器です。 

■ ブースター 

受信電波び弱い場合に電波を増幅させるための機器です。 

• ノノッテ ネーター 

強すざる電波を減衰して受信でさるようにするちのです。 





ffi 用および設置場所を確認してください 


パソコンをお使いになる前に、0『安/こ\してお使いいただくために』をお読みください。 

パソコンは次のような場所でお使いくだをい 


テレビを見たり、録画したりするとき 
はテレビアンテナの近くに 


コンセントか5直接 
電源をとれる場所 


キーボー ド/マウスアンテナ 


ワイヤレスキーボードやワ 
イヤレス7ウスを操作する 
のに充分なスペースをとる 


机の上など平！5で安定した場所 
(地震などでのパソコン本体の 
転倒-落下によるけびなどの危 
害を軽減するため） 



接続ケーブルび届く場所 
• インターネツトに接続 
するとさ 

-デジタル放送で双方向 
通信するとさ 


机の上などできるだけ見通しの 
良い場所（無線 LAN [ラン] 
搭載機種のみ） 


ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウスはパソコン本体か5最大 
10 m (3 m lU 内を推奨)、ちち約4已度の節囲で使う 
ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウスはパソコンと同じく5い 
の高さで使う 

パソコンから排気した熱びこもらないような場所に設置してください。 

•パソコン本体の通風孔はふさがないでください。 


1 日 cm 



パソコン本体上部や背面と壁などとの間は、1 0 cm 上のす 
さ間をあけて < ださい。 

通風孔の空気の流れは、左図の 今を ご覧ください。 


1 0cm 


パソコンの拓倒を防ぐために 


地震の場合やパソコンにぶら下びったり寄りかかったりした場合に、パソコンび転倒することびあり 
ます。パソコンの転倒•落下によるけびなどの危害を軽減するために、パソコン本体を固定してくだ 
さい。 

市販のひち 



丈夫なひわで、しっかりした壁やせにパソコンを固定してください。壁やせへの固定に金具をご使用 
になる場合は、ひわび外れない形状のわのをお使いください。 




ま意 


地震などでのパソコンの転倒-落下によるけびなどの危害を軽減するために、転倒*落下防止対策 
を行ってください D 

転倒•落下防止器具を取り付ける壁やせの強度によっては、転倒•落下防止効果び大幅に減少します。 
その場合は、適当な補強を施してください。 

また、転倒•落下防止対策は、けびなどの危害の軽減を意図したわのであり、すべての地震に対し 
てその効果を保証するわのではありません。 


パソコンは巧のような場巧ではお使いにな5ないで<だをい 

パソコンを次のような場所でお使いになると、誤動作、故障、劣化、受信障害の原因となります。 


直射日光の当たる場所 


磁気を発生するもの 
の近く（モーター、 
スピーカー など） 



通風孔をふさぐおそれ 
のあるをのの近く（カー 
テンなど） 


極端に高温またはお温 
になる場所 
結露する場所 
湿度の局い場尸斤 


水など液体のかかる場所 


タコ足配線はしない 


電磁液の影響を受けやすいもの 
の近く（テレビ、ラジオなど） 


台所などの油を使用する場所の近く 

空気の流れび悪く熱のこもりやすい場所（棚、ドア付 AV ラックなど） 
パソコンの前後左ちおよび上部に巧分なスペースをとれない場所 


パソコン本体についての注意 

•本製品の近くで携帯電話や PHS [ピーェイチェス]などを使用すると、画面が乱れたり、異音び発生したりする場合 
がありますので、遠ざけてお使いください。 

-本製品をご使用中に、パソコン本体内部の熱を外に逃がすためのフアンの音や、八ードディスクドライブがデータを 
書を込む音、 CD や DVD が回転する音などが聞こえる場合びあります。また、パソコン本体内部の温度び低くなると、 
フアンの回転が止まることがあります。これ5は故障ではありません。そのままお使いください。 

-本製品をご使用中に、パソコン本体が熱をもつため熱く感じ5れることがありますが、これ5は故障ではありません。 

-落雷の可能性がある場合は、パソコンの電源を切るだけでなく、すべてのケーブル類を抜いておいてください。 

-雷が鳴り出した5、落雷の可能性がなくなるまでパソコン本体やケーブル類、およびそれ5につながる機器に触れな 
いで < ださい。 

このパソコンを設置するときのま意 

このパソコンを設置するとをは、パソコンと設置面の間に、指などをはさまないように注意してください。 

無線 LAN をお使いになる場合撫線 LAN 搭載機種のみ） 

電子レンジの近く、 Bluetooth ® [ブルートウース]ワイヤレステクノ□ジー対応機器またはアマチュア無線機の近くや 
足元など見通しの悪い場所でお使いになると、周囲の電波の影響を受けて、接続が正常に行えないことがあります。 

巨 luetooth ® は、目 luetooth S にの商標であり、弊社へライセンスされています。 

八ソコン本化の向をとち度の調節 

パソコン本体の向さと角度を調節でさます。パソコン本体の上部を左ち両方とわ持ち、矢印の向さに 
動かして調節してください。調節するとさは、パソコン本体を倒さないようま意してください。 



ここまで確認が終わつた5、接続を始めましよ5。 
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キーボード/マウスを準備する 


1 


〇 裏返して電池ボックスのふたを開け、添付のアルカリ乾電池を入れます。 


〇 電源スイッチを ON 側にして、電源を入れます。 


■ワイヤレスキーボード 
単4乾電池 （2 本） 


■横スク□ール機能付 

ワイヤレスマウス（レーザー式) 
単3乾電池 （2 本） 



乾電池を入れるとさには、キーボードのキーやマウスのボタンを押さないよラにを意して<ださい。 
正常に動作しなくなる場合びあります。 



■ワイヤレスキーボード 



■横スク□ール機能付 

ワイヤレスマウス（レーザー式) 



電源スイッチを ON にしてち、ステータ 
スランプび緑色に点打しない場合は、何 
度か乾電池を入れ直してください。 



〇 電池ボックスのふたを閉めます。 


乾電池の寿命について 


■ワイヤレスキーボード 


■横スク□ール機能付 

ワイヤレスマウス（レーザー式) 




-ご購入時に添付されている乾電池は、すぐに寿命に達する場合がありますので、お早めに新しい乾電池または充電池 
に交換してください。 

•電池を交換する目安は、マウスの場合は1曰3.已時間の使用で3ヶ月、キーボードの場合は目ヶ月です。 

ただし、マウスの電池の寿命は、お使いの状況によって大幅に変わります。 

乾電池を入れるとさの注意 

-アルカリ乾電池または充電式ニッケル水素電池を使用して<ださい。マンガン乾電池などをお使いになると、電池寿 
命が極端に短<なります。 

• + (プラス）と一(マイナス）の向をに注意して、表示どおりに入れてください。 



アンテナケーブルを接続する 


アンテナケーブルをパソコン本体に接続ずる 


このパソコンですぐにテレビを見ない場合は、ここでアンテナケーブルを接続する必要はありません。 
後からでわ接続でさます。 

ここでのイラストは一例です。 

アンテナケーブルの接続方法は、アンテナの設置お態、壁のアンテナコネクタのお、お使いになるケー 
ブルによって異なります。詳しくは0『取扱ガイド』をご覧ください。 


〇 パソコン本体の液晶ディスプレイの 
角度をかたむけます。 


〇 パソコン本体のアンテナ入力端子に、 
アンテナケーブルを接続しまず。 


0 パソコン本体の液晶ディスプレイの 
角度を直します。 





B - CAS カードをセットずる 


B - CAS [ビーキャス]力ードス□ッ 
卜の カバーを 取り外します。 

パソコン本体を左ちに回転すると、操 
作しやすくなります。 



〇 B - CAS 力ードを、パソコン本体 
左側面の B - CAS カードス□ツト 
にセツトします。 

[ B - CASJ と記載されている面をパソ 
コン本体の正面側にして、矢印の向さ 
を B - CAS 力ードス□ツト側に向け、 
まっすぐにセツトします。 



■パソコン本体前面側か5見た場合 


0 B - CAS 力ードス□ットのカバーを取り付けまず。 


B - CAS 力ードについて 

-目- CAS カードは台紙に貼り付け5れています。目- CAS カードの台紙に記載されている説明をよくお読みください。 

-目- CAS カードは必ずパソコン本体にセットしてください。目- CAS カードを正しくセットしていないと、デジタル放 
送を視聴することがでさません。 
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AC アダプタを接続する 


電源を入れる前に必ず AC アダプタを接続してください。ゆるんだり抜けたりしないよラにしっかり 
と接続してください。 


〇 AC アダプタを接続します。 


① AC アダプタに AC ケーブルを接続しま 
す。 

③ AC アダプタをパソコン本体背面の DC - 
IN [ディーシーイン]コネクタに接続し 
よ 9 〇 

③ ケーブルを固定します。 

④ 電源プラグをコンセントに接続します。 


ここを90度回転させて水平にし、 
ケーブルをパソコン本体の溝に 
はめ込んだ後、元に戻します。 



AC ケーブル 


電源プラグとコンセントお状の表記について 

このパソコンに添付されている AC アダプタの、 AC ケーブルの電源プラグは「平行2極プラグ」です。マニュアル 
では「電源プラグ」と表記しています。 

接続先のコンセントには「平行2極プラグ （12 已 VISA) 用コンセント」をご利用ください。通常は、ご家庭のコ 
ンセントをご利用になれます。マニュアルでは「コンセント」と表記しています。 

Windows のセットアップ前には周辺機器を接続しないでください 

別売の周辺機器 (LAN [ラン]ケーブル、 USB [ユーエスビー]メモリ、メモリーカード、プリンターなど）は 
Windows のセットアップが終わつ てけ 5接続してください。 



キーボード/7ウスをパソコンに認識させる 


初めてキーボードやマウスに乾電池を入れたとさには、キーボードやマウスをパソコンに認識させ 
る必要びあります。このマニュアルの手順どおりに作業を行った場合は、次の説明をご覧ください。 


キーボードをパソコンに認識をせる 



これでキーボードびパソコンに認識され、使えるよラになりました。 


7ウスをパソコンに認識をせる 

〇 マウスを、パソコン本化のキーボード/マ 
ウスアンテナか!51 m の節囲内に置きまず。 


〇 マウス表面のステータスランプが、赤色と 
緑色に点滅していることを確認します。 



これでマウスびパソコンに認識され、使えるようになりました。 


キーボードやマウスが正常に動作しない場合 

Windows のセットアップなどでキーボードやマウスが正常に動作しない場合は、次のことを確認してください。 
•乾電池の向さを確認し、乾電池を入れ直してください。 

-電源スイッチが日 N 側になっているか確認してください。 

-電源ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

-電源プラグがコンセントに接続されているか確認してください。 

•キーボードとマウスは、キーボード/マウスアンテナの近く （3m 内を推奨）に置かれているか確認してください。 
これ5のことを確認してちマウスやキーボードが正常に動作しない場合は、キーボードやマウスをパソコンに再認識 
させる必要があります。再認識させる方法については、。『取扱ガイド』一 r パソコンの取り扱い」一「ワイヤレスキー 
ボード/ワイヤレスマウスを使ラ」一「キーボードやマウスをパソコンに再認識させる」をご覧ください。 



初めて電源を入れる 


パソコンをお使いになる前に0『スタートガイド2セットアップ編』をご用意ください。 
電源を入れた後は、0『スタートガイド2セットアップ編』の手順に進みます。 

時間にを浴をもって作業してください 

パソコンを使えるようにするためには、0『スタートガイド2セットアップ編』の作業をすべて終わ5せる必要びあ 
ります。この作業には、半曰じ(上の時間をとり、じっくりと作業することをお勧めします。 

お続を確認ずる 

◎ ケーブルはグラグラしていませんか？ 

奥までしっかりと差し込まれているか、もう一度お確かめください。 

接続例については、 D 『取扱ガイド』の「パソコンの取り扱い」にある「電源を入れる/切る」 
をご覧ください。 


電源を入れる 


電源を入れてか5 「 Windows のセットアップ」画面 
が表示されるまでしば5 くお待ちください。 

この間、絶対に電源を切5ないでください。 


〇 パソコン本化前面の （1) (電源）マークに 
触れまず。 


〇 CD (電源）マークが点なしていることを 
確認します。 

電源び入ると、画面に文字などび表示されま 
す。 



〇 0『スタートガイド2セットアップ編』をご用意ください。 

この後、 「 Windows のセットアッスを行います。 

〇 そのまましば5くお待ちください。 

電源を入れると、次のよラな画面び表示されます。 

この間、一時的に画面び真っ暗な状態び続い 
たり、画面に変化びなかったりすることびあ 
りますび、故障ではありません。 絕巧に電源 
を切5ないで<ださい。 途中で電源を切ると、 

Windows が使えな < なる場合びあります。 

「 Windows のセットアップ」画面び表示され 
るまで、電源を切らずにそのままお待ちくだ 
さい。 

タッチセンサのま意 

画面オフボタン、明るさ調節ボタン、 CD/DVD 取り出しボタン、および電源ボタンは、静電容量式のタッチセンサ 
方式を採用しています。操作の際は、素手でタッチするよラにしてください。 

•ちのさし、木製やプラスチック製の棒、その他の非導通の物体では、タッチを検出でさません。 

•タッチセンサと指の間に、手袋や指サック、緋創實などがあると、タッチを検出でさない場合があります。 




この後『スタートガイド2セットアップ 編』 をご覧になり、 「 Windows のセットアップ J を行つてください。 
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